
 

 

 

 

 

 

 

米沢工業会埼玉支部 

ニュースレター第１２回 
★支部長挨拶 

★年内開催予定イベント 

★役員会報告 

★春季ゴルフ大会報告 

★会員の寄稿文 

 

支部長：武田正樹 

2026年 8 月 8日 

 

 

 

ご意見・ご要望のある方は、 

e-mail：saitama.yonezawakogyokai@gmail.com へメール、または 

QRコードを読み取り、LINEで送ってください。 
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☆支部長挨拶 

 

 毎年６月に米沢工業会誌が配布されますが、最初に読むのは卒業生・修了生の

就職状況です。かつて所属した会社に米沢から入社したか気になるのです。私は

会社員時代、福島支部浜通り分会の事務局と会社でも工学部 OB 会の事務局を

担当していました。米沢からの新入社員がいると会社施設に集まり OB 会挙げ

て歓迎会を催すのが習わしでした。懐かしく思い出されます。埼玉県内にはキー

になる会社は少ないですが、役員一同創意工夫して支部の活性化に努めますの

で宜しくお願いいたします。 

さて埼玉支部では例年の通り下記のイベントを開催します。特に 9 月の支部

総会・懇親会の講演者として木島龍朗様（修 C 平 1）山形大学大学院理工学研

究科教授へ依頼しています。会員の皆様の奮っての参加をお願いいたします。 

 

☆年内開催予定イベント 

 １．～３．については、後日広報資料（チラシ）で詳細をお知らせします。 

 

１．埼玉支部総会・懇親会 

   日時：202６年 9 月 26 日（土）11:00～15:30 

   場所：『カフェラウンジ大宮』 

さいたま市大宮区仲町 2-43-1 コモオオミヤ 6 階 

   会費：６,000 円、初参加 3,000 円 

   講演者：木島龍朗様（修 C 平 1）山形大学大学院理工学研究科教授 

   演題：「頼まれた技術相談は、基本、断らない」 

― 異分野の課題から広がった研究の軌跡 ― 

２．芋煮会 

   日時：2026 年 10 月 18 日（日） 

   場所：サンアメニティ北本キャンプフィールド（旧北本市野外活動セン 

ター） 

   会費：3,000 円（ご家族・初参加は 1,000 円） 

３．第 41 回（秋季）ゴルフ大会 

   日時：2026 年 11 月 16 日（月）（予定）⇐９月２日からの予約の 

ために未確定 

   場所：大宮国際カントリークラブ 

   注記：米沢工業会首都圏ゴルフ会（YKS）、東京ふすま会（山形大学 

文理学部系 OB 会関東支部）からも参加予定 

４．囲碁同好会 

   日時：毎月一回午後開催（曜日不定） 

   場所：武蔵浦和コミュニティセンター 

   幹事：齋藤達宏さん（携帯／090-8104-7493） 



☆役員会報告 

 

2026 年 2 月 7 日（土）11 時～  大宮／レストラン スクエア 

出席者：武田正樹、森村弘文、西嶋慶文、齋藤達宏、堀籠重康、槇英雄、 

八巻功、齋藤格、神英雄、羽藤栄記（以上 10 名、全役員出席） 

主要議題： 

１．イベント内容 

１）春季ゴルフ大会 

参加人数減少のため東京ふすま会（山形大学文理学部 OB 会関東支 

部）にも参加を呼び掛ける。⇒5 月 25 日開催し同会から 7 名参加。 

 ２）支部総会の講演者 

    西嶋副支部長から、同期の木島龍朗様（修 C 平 1）山形大学大学院 

   理工学研究科教授の紹介あり。⇒大沼理事長の計らいで決定。 

２．周辺支部総会への参加 

    これまでの参加は、東京支部、神奈川支部の総会に限定していたが親 

睦と情報収集のために千葉支部、TH 会首都圏及び親和会の総会へ埼玉 

支部からも参加することにした。出席者は支部長で代理も可とする。 

３．ニュースレターの寄稿者 

第 12 回（8 月 8 日発行予定）を神英雄さん、第 13 回（11 月 28 日

発行予定）を羽藤栄記さんに依頼した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2026 年 2 月 7 日（土） 於：大宮 レストラン スクエア 



☆春季ゴルフ大会報告 

埼玉支部 第 40 回（春季）ゴルフ大会 

～東京ふすま会と合同開催～ 

 

埼玉支部の春季ゴルフ大会は 2026 年 5 月 25 日（月）、晴天にも恵まれ 16

名の参加者で、大いに盛り上がり盛会のうちに終了することができました。今回

は埼玉支部関係のゴルフ参加者は 9 名。高齢化で少人数となってきたので武田

支部長（M 昭 46）の計らいで山形大学（旧文理学部系）同窓会の関東支部であ

る「東京ふすま会」7 名との合同開催で行いました。 

場所は鴻巣カントリークラブで水田に囲まれた林間の平坦なコース。池や溝

があちこちに配置され油断すると池ポチャやボールが無くなるなど予想以上に

上級者コース。悪戦苦闘の連続で伸び伸びとプレーすることができず、大台のス

コアで上がる人が大半でしたが一人の故障者もなく無事終えることができまし

た。 

この難コースを制しての優勝は寺田重人（H 昭 53）さん、準優勝は八巻功（A

昭 44）、3 位は神英雄（C 昭 53）さん、ベストグロスは 94 で回った寺田重人

さんと岩槻正志（東京ふすま会昭 48／物理卒）さんでした。 

                        A 昭 44 八巻功（記） 

米沢工業会・東京ふすま会 合同ゴルフコンペ 

2026 年 5 月 25 日（月） 於：鴻巣カントリークラブ 

 

 

 

 

 



☆会員の寄稿文 

『紅花染め』 

 

C 昭 53 神 英雄 

 

私は青森県八戸市の育ちです。高校生の時、理科の授業があり、先生は理科の実験と

称してタバコを教室で吸い始めました。そして、用意してあった箱の中に煙を吐き出し

て何やらしていました。先生はご自分から山形大学出身と話しており、顔つきからとて

も怖い先生と思う反面、ユニークなところがあり面白いなとも思っていました。 

そうこうしているうちに縁があって山形大学に入学できました。応用化学科では、紅

花の色素カルタミンの構造式を研究されていた小原教授の講座に入ることができまし

た。毎日、実験・実験で正月もなかったような記憶があります。そのおかげで卒論はで

き上がり、無事に卒業もできました。 

その後、会社に入り定年まで務めました。会社勤めが終わり所沢に移り住み、時間

の余裕ができると紅花染めをやってみようと思い立ち、早速山形から種を購入して近

所の市民農園を借り、5坪ほどの土地に種をまいたところ、写真のように 150 株の

紅花が育ちました。 

朝早くから黄色の花を摘み、水洗いし

て黄色い色素をとり、一晩置くと発酵し

て赤くなります。これを繰り返すと赤み

が強くなり、一握りほどにまとめ、すりつ

ぶして一週間ほど乾燥させます。乾燥さ

せた紅花もち（紅餅）の重さを測ると、全

部で 72gでした。 

 

冬の時期に染めるのですが、紅餅を水につけて黄染め

用と紅染め用の水溶液をつくり、シルク布と木綿布を染

めてみました。黄色とピンクと赤色のハンカチが、写真

のようにできあがりました。 

娘が川越に住んでおり、時々孫と遊びに来ます。そこ

で染めたハンカチをあげたりしますが、どうしても染料

が落ちてしまいます。 

 

図書館に行って調べてみたところ、田中清香著『染色

の技法』に蒸しの方法がありました。染液を引いただけ

では布に染着されていないため、熱処理が必要とのこと。早速、台所にあった蒸し器で

蒸してから色止め剤を使用しました。 

 



最近では紫根染めもしています。岩手県の古文書を見ていた時、紫根染めについて書

かれたところがあり、早速鹿角市歴史民俗資料館まで行ってきました。古代鹿角染色法

の解説を見ると、鎌倉時代以前からあり、その作業手順は下染だけで絹 120 回・木綿

30 回行い、その後一年ねかせた後に絞りをして、またねかせた後にようやく本染作業

をするとのことでした。紫根を石うすで搗いて熱湯を加えて原液を作り、布を染める作

業を 12 回繰り返すのだそうです。大変な時間と労力がかかるため、私は溶剤としてエ

タノールを使っています。 

ホームセンターの草木染コーナーで紫根を購入

し、エタノールを加えるとすぐに紫色が抽出しま

すが、一日置き、再度繰り返して紫色液を作り、精

錬済布地を染めています。 

なかなかきれいな紫色にはなりませんが、写真

のような江戸紫になります。 

以上 


